
ながの若者チャレンジ
応援事業

目指すゴール

取組の概要と具体的な活動

若者が学校や自宅、部活以外で自由に集まれる拠点として「ふらっと♭」を運営
し、若者が主体的にまちづくり活動や自主活動に取り組む機運の醸成及び若者
同士の交流会の実施、若者の活動への相談対応や活動支援金による支援を行う。

企画政策部

＜お問い合わせ先＞ 企画政策部企画課 TEL：026-224-5010 Mail：kikaku@city.nagano.lg.jp

取組の概要

「若者のやりたい、チャレンジしたい」を実現するため、まちづくり活動に参加する機会や、
自由に集まり活動できる拠点を提供し、自主的な活動を支援する。

活動内容

地元企業及び団体の協力のもと、高校生・大学生等を対象に、学び・体験・参加を
支える様々なプログラムを実施し、学校や家庭以外の大人や地域との関りを生み、
「まち」や「地域の人」に興味をもってもらうきっかけを提供する。

「ながの地域まるごとキャンパス202５」の実施１

「ながの若者スクエア『ふらっと♭』」の運営２
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関係部局・関係機関等

地域・市民生活部（地域活動支援課）／市民協働サポートセンター
高校、大学、専門学校等／長野商店会連合会 長野駅前商店会 など

若者の思いや意見を市と共有し、市政の参考とするため、意見交換する場や機会
を設ける。

若者の思いや意見を交換する場の創出３



ＳＤＧｓの理解促進に
向けた取組

取組の概要と具体的な活動

企画政策部

＜お問い合わせ先＞ 企画政策部企画課 TEL：026-224-5010 Mail：kikaku@city.nagano.lg.jp

取組の概要

市民のSDGsに対する関心・意識をより一層高めることを目的に、ＳＤＧｓに関する情報
発信を行う。

活動内容

SDGsをテーマにした親子向けのバスツアーの開催１

世代を超えたSDGsの理解促進に向け、SDGsに関連する取組を行ってい
る市内施設を周遊する親子向けのバスツアーを開催する。
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目指すゴール

関係部局・関係機関等

SDGsに関する取組の紹介２

情報紙を発行し、長野地域連携中枢都市圏内でのSDGsに関する特徴的な
取組を行う企業・団体・グループやその取組内容を紹介することで、持続可
能なまちづくりを推進する。

情報紙「ながのSDGs info」



長野市空き家バンク
制度の運営

取組の概要と具体的な活動

企画政策部

＜お問い合わせ先＞ 企画政策部移住推進課 TEL：026-224-７７２１ Mail：iju@city.nagano.lg.jp

取組の概要

空き家が原因で生じる諸課題の解決と地域コミュニティの良好な生活環境を維持
するため、地域及び関係団体と協力し、空き家の利活用を進める。

活動内容

●空き家バンクに関するチラシを配布する。
●移住・定住にかかる地区説明会において、空き家バンクを周知する。

長野市空き家バンクの周知１

移住者空き家改修等補助金２

移住希望者が移住後の生活環境や暮らし方をイメージしやすい
よう、空き家をお試し移住体験住宅として利活用するとともに、
登録物件などの空き家見学会を実施する。

以下により、空き家バンクの登録促進を図る。

＜その他＞ 長野市空き家でお試し移住
× 地域とのつながりづくり事業
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目指すゴール

関係部局・関係機関等

地域・市民生活部 （地域活動支援課）
建設部 （建築指導課 空き家対策室）

移住者等が行う空き家改修工事、家財道具処分等に対し、補助を行う。



中山間地域ＡＩオンデマンド
交通システムの導入

取組の概要と具体的な活動

企画政策部

＜お問い合わせ先＞ 企画政策部交通政策課 TEL：026-224-５０１２ Mail：kotuseisaku@city.nagano.lg.jp

取組の概要

公共交通事業において運転手不足といった課題がある中、中山間地域においては、人口

減少に伴う利用者の減少、高齢化に伴う移動困難者への対応、少ない移動需要への対応
など、特有の課題があることから、AIを活用したシステムを導入し、誰もが住み慣れた地
域で生活を持続できる環境を実現する。

活動内容

信州新町・中条地区、戸隠・鬼無里地区において、AIオンデマンドの
一体運行を実施するほか、令和8年度の七二会・小田切地区、信更・信
里地区の2エリアの運行開始に向け、住民向け説明会を実施し、運行
事業者の選定、運行許可申請等を行う。
また、令和8年度のエリア拡大に向けた拠点の整備を進める。

一体運行の実施と次年度に向けた準備１
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目指すゴール

関係部局・関係機関等

地域・市民生活部（各支所）

今後のエリア拡大に向けた準備２

他の中山間地域に対し情報提供を行うとともに、令和９年度
以降のエリア拡大に向けた準備を行う。


